
 

 

 

 

令和２年度 未就学児通所施設巡回訪問相談支援事業について（報告） 

 

１ 事業目的 

 専門職員が区内の保育園・幼稚園・幼保一元化施設等を訪問し、日常活動で発達の気に

なる子どもについて、園の指導者に関わり方について助言を行うことで、より適切な支援

が行われ、心身ともに健やかな成長を育む。 

 

２ 訪問実施体制 

 （１）保育士（園長経験者）と専門相談員（心理）２人体制で訪問 

    言語聴覚士、理学療法士、作業療法士が必要に応じて訪問 

 （２）チーフアドバイザーの市川奈緒子白梅学園大学教授が研修等実施 

 （３）各園にコーディネーターの配置を依頼し、連絡体制整備 

 

３ 実施期間 

  令和２年６月～令和 3 年 3 月（元年度４月末日～３月）   

４ 訪問数と相談件数 令和２年度１月現在（元年度実績） 

７７園 （８１園）  

６３８件（６０９件）実施園在園児数の１０．６％（１０．７％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 訪問時の子どもの状況と実施効果 

 

令和３年３月２３日 

子ども・子育て会議 

   資料２ 



 

■オンライン相談実施【令和２年１２月開始】 

 

（１）周知・申込方法 

   LINE 渋谷区公式アカウントを活用 

 

（２）実施実績  

   申込３８件 オンラインによる相談２８件 

         来所・電話相談    ６件 

         キャンセル      ４件 

 

 

 

（３）申込年齢 

年齢 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ９歳 合計 

人数 ３人 ８人 ６人 １人 ８人 ５人 ３人 ０人 38 人 

 

 

（４）相談主訴・傾向 

主訴 運動発達 精神遅滞 発達障害 言葉問題 
ゆっくり

の発達 

情緒問題・ 

育てにくさ 
合計 

人数 ２人 ０人 ６人 13 人 ６人 11 人 38 人 

※情緒問題・育てにくさ（集団適応・感情コントロール・癇癪・ミルクをあまり飲まない、

呼んでも振り向かない） 

 

 

（５）相談者からの感想 

・感染リスクがなく相談できる。移動の時間がなく、時短になる。 

・感染者数が増えているので子どもを連れていくことに抵抗感があるが、オンライン相

談だと子どもの様子も見てもらえる。担当者の顔を見ながら相談できてよかった。 

  ・都外で過ごしている。センターに行かずに相談が進められて助かる。 

  ・リスクなくマスクを外して口形を見てもらえることは、とても有意義である。 


